
 

令和５年度 12 月補正予算案概要（港湾局関係部分）

【一 般 会 計】 

１ 歳入歳出予算補正 

（１）その他物価高騰対策   １事業 補正額 15,220 千円 

指定管理施設物価高騰対策支援事業 

■大さん橋国際客船ターミナル指定管理費   15,220 千円〔一般財源〕 

  特別高圧受電施設であり、内部空間が広く、空調のための光熱費の高騰の影響が大きい

大さん橋国際客船ターミナルについて、光熱費の高騰分を支援します。 

（２）その他事業の執行事業に合わせた補正 １事業 補正額  600,000 千円 

国庫補助事業の認証が当初予算に比べ増額となったことに伴い、事業費を追加します。 

■大さん橋ボーディングブリッジ整備事業

  600,000 千円〔国費 200,000 市債 400,000〕 

大さん橋国際客船ターミナルにおけるボーディングブリッジの整備を実施します。 

２ 繰越明許費補正   １事業  設定額  600,000千円 

国庫補助事業の認証増による年度途中の補正により、年度末までに必要な工期を確保で

きないため、繰越を行います。 

■大さん橋ボーディングブリッジ整備事業 600,000 千円 

市第 78 号議案 令和５年度横浜市一般会計補正予算(第４号) （関係部分） 
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